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第 1 群正常筋層群 42尿管
第 2 群筋束肥大過形成群 30尿管筋束は増加増大し，筋細胞も肥大していた。結合織増生を伴
う尿管が多かった。
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第 3 群筋束低形成群 8 尿管個々の筋束は細く 筋細胞も小さかった。




(a) 腸脱尿管逆流 VUR (30例45尿管) : 80%が第 1 群筋層を示していた。 第 2 群は 8 尿管にみら
れた。
(b) 巨大尿管 (10例12尿管) : 75%が第 2 群筋層を示していたO これらはいずれもレ線上著明な拡
張がみられ，尿管拡張と筋束の肥大過形成には相関を認めた。
(c) 尿管癌 (11例12尿管) ，異所開口尿管 (10例10尿管) :尿管宿の75%，異所開口尿管の80%では
第 3 群あるいは第 4 群の所見を示した。尿管開口部が正常位置より尾側偏位するに従い，尿管筋層の
形成異常も多くなる傾向がみられた。
(d) Prune belly 症候群( 2 例 4 尿管) : 3 尿管では典型的な第 4 群所見がみられた。
(e) 神経因性勝脱( 3 例 6 尿管)，後部尿道弁( 3 例 3 尿管) :下部尿路通過障害を伴うこれらの疾
患では全尿管が第 2 群所見を示していた。
(f) 異形成腎所属尿管:異形成腎17例の所属尿管筋層は，第 1 群，第 2 群がそれぞれ 1 尿管， 2 尿
管で，残り 14尿管 (82%) は第 3 群あるいは第 4 群の所見を呈していた。
(g) 尿管の部位別組織所見: 9 尿管で腎孟より尿管勝腕移行部までの部位別組織所見を検討した。
















す第 1 群，筋束肥大過形成を示す第 2 群，筋束低形成を示す第 3 群，筋束無形成の第 4 群に分類が可
能であった。このような分類法を用い，勝脱尿管逆流，巨大尿管等の各疾患における尿管筋層の特徴
を検討し，本分類法の妥当性を確めた。
本研究により拡張尿管に対する尿路再建術の予後を予測することが可能となり，治療法選択に際し
重要な手がかりを与えるものとして高く評価し得る。
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